
い,個体群動態耶lDJにとりくんできた.
3.7.'fJ崎Il也瓜ニホソザルのm体即効!B.ポピュレー
ション･センサスとサソブル班孤氾跡によって,m作

耶桝造の人口学的耶析な進めてきた く変苑部門四価疏

過と兆同)｡

2) ェチオビア稲田におけるゲラ〆ヒヒの托余生依学的

研究

大 沢 秀 行

昭和48年5月より10カ月間にわたって宍地調査した成

果を個体群生態学的観点からまとめてきた.整理は一段

指したので,継続調査のため昭和50年7月再度現地へ向

かった.

3)m人gilg,狩抑採iJS民 ･遊牧民の生態学的研究
田 中 二 郎

ホミニゼーシ日ソの過程における生活様式と社会の役

元を目的として,昭和49年7月より1年間,タンザニア

でチ･/バソジー,ボツワナでプッシー-7ソ,ザイールで

ピグミー,ケニアでレンディーレ,サンプル,ツルカナ

冨乃族の生態を調並してきた｡

報 告 そ の 他

1) 掛 目率九 (釈)(1974):人mの出現 (A･コル トラ

ソト署)｡皿Fll.L社,刀工京.

2) 軌 U串九 (1975):森林限界のサルーヒマラヤラソ

グールの生態を探る｡アニマ22:32-41.

3) 鈴木孝夫 ･日馬放隆 ･杉山辛丸 (1975):言語の発

生をめ(･って一動物のことばと人間のことば.言語

4:578-610.

学 会 発 表

1) 霊仙山生息ニホソザルの個体群励磁

杉山率九 ･大沢秀行

約21回日本生態学会大会 (1974)

2)榊 寺山生息ニホソザルの生命衣
増井意一 ･杉山亭九

四邸厨達 ･大沢秀行

第21回日本生態学会大会 (1974)

3) ニホソザルル1山群の個体数変動

小山直樹 ･乗越鰭司

只野背三

筋21回日本生倍学会大会 (1974)

4) LifeHistoryofMaleJapaneseMacaquesat

Ryozenyama.

Y.Sugiyama& H.Ohsawa

5thCone.Int.prim.Soc.(1974)

5) LifeTableorJapaneseMonkeysatTakasaki･

yama(PreliminaryReport).

K.Masui.Y.Sugiyama,

A.Nishimura也 H.Ohsawa

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)

6) PopulationDynamicsofJapaneseMonkeysat

Arashiyama.

N.Koy.1m'1.K.Norikoshi& T.Mano

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)
7) GroupShiftingandS∝ia1Organizationamong

JapaneseMonkeys.

K.Norikoshi& N.Koyama

5thCong.Int.prim.Soc.(1974)

8) S∝ialStructureoftheGeladaBab∞n-Studies

oftlleGe】adaS∝iety川.

H.Ohsawa良 M.Kawai

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)
9)榊 糾 也瓜ニホンザルの標識追跡による胴体群動態

杉山宰九 ･四呼既達

大沢秀行･村井;正一
約19回プ1)マチス研究会 (1975)

10)ゲラダヒヒの-ード柄戊の動態

大 沢 秀 行

m19回ブ1)マチス研究会 (1925)

生理研究部門

大沢 折･大凸 約

日)[文夫 ･林 誠治
研 究 概 要

1) 体温調節反応の比較生理学的研究
大沢 折 ･口付文夫

原 文江l)

各紙サル現の寒冷 ･R･放下における体温調節反応を比

較し,敗色環境および系統との関係を考究する.
2) ニホンザルの温度航応に関する研究

大沢 折 ･DJi･文夫
原 文江1)

体温調節反応,ノルアドレナl)ソ反応性,E旨Tf机戒等

の季節的変化を調べる｡

3) ニホンザル野性群における蒋冷適応の研兜

大沢 折 ･原 文江t)

志rt市原地獄谷A郡について捕捉総合調並を行った｡

4)妊娠,分娩,庄脚 .ht･の卵管,子宮活動に関するTE気
生理学的研究

大仏 7LJ7･竹中鬼子2)

分娩を践転として,内生Wl掛 中.柑 こ子宮の白光筋TE

1) 教務職El
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図,収縮とにも著明な産椿ノミターンを示す｡Prostag･

landinに対しても妊娠,産椿期では感受性が大いに異

なる｡ヒトと同じ要求の子宮を有するサルによって,妊

娠,庄和期の卵管,子宮の筋電図,収縮を同時記録し,

分娩禿米の践序の-横柄を解明する｡

5)卯V,卵巣,子宮の電気的活動に及ぼす各種ホルモ

･/の彫響
竹中晃子2)･大島 清

年報折4懸14頁参照.モルモットによる収縮機構の解

明｡ブpスタのグラソディソの平滑筋におよはす作用｡

6) ニホソザル妊娠経過中のブ.,ゲステpソの動態につ

いて
大島 沼･松林清明･林 基治

ニホソザル妊娠全経過のプロゲステpソの血中動態

の組岱はまだない.アカゲザルその他の外国産サルで

は封床時に血中レベルの上昇,その後,浪度は低いな

がらも非妊糊より有忠に高く持続することが認められて

いる｡比較正長炉学的にニホンザルについてこれを証明

する｡

7)松沢体ホルモン(メラトニン)の霊長琉性蚊能に及

ぼす彫四

大 島 田

討幽mで朽びスポットライトを浴びた松果体は近年ヒ

ト.サルに於ても生物時計として1)ズム決定の塩安な役

割が7Tlurqc,放されつつある｡松果体ホルモンは,LH･RH

に対し指抗作用があるらしく,アカゲザルでもメラトニ

ンの迎統投Jj･により月経不発を誘発し得ている｡ニホン

ザルの著明な無初期の季節性もまた,松果体に負うとこ

ろが多いと考えられ,メラトエソの脳内投与,連続皮下

投Jj･.などが生放反応 (I)ズム,卵巣形態,血中ホルモ

ソ,卵管子宮筋取回)にどのように,形撃を与えるかな

研兜巾である｡

8)特殊千石内避妊器具(UPS)の中枢性腺に及ぼす形
替

大 島 拾

UterineProgesteroneSystemが全身作用を有す

るかどうかを臨床血液,生化学,LH,RH反応,月経

周JUlなどで調べ,また,3Hラベルの器具からどれだけ

血中に3HIProgesteronが放出されるかな検討する｡

次いで,打共投入時,投去後の子宮･卵管活動の変化の

前轍,内股の細放学的変化などを比較する｡

9)温良拭周産卿こ関する基碇的研究
大 島 治

染色体,仮死,陣痛,ホルモンの動態｡

10)プt,スタグランデイソの避妊校序に関する研究

大島 清 ･竹中晃子

2)研修員

ll)ニホンザル性周期とホルモン環境

林 基治･大島 清

メスニホンザルの血中LH畳及びProgesterone丑の

SeasonalVariationを比較した｡BreedingSeasonで

は,約28日間の周期を持ちLHSurge及びそれに伴う

Progesteroneの値上昇が認められたが,Nonbreeding

Seasonでは認められず上位中枢系の関与が考えられた｡

12)胎盤性0Xyt∝inaseの研究

林 よ 治

霊長拐 (ヒトを含む)胎盤性0Xyt∝inaseの比較生化

学的研究及び血中値測定の為のRIASystenの開発の

一端として,ニホ･/ザル胎盤より分離椛製し,その性質

を明らかにした｡更に妊娠時における血中動態を明らか

にした｡

紐 鋭

1)大島 清 (1974):霊長撰学への展望一生殖生理学

の立場から｡霊長杭研究所年報,4:25-29｡

2)大島 清,加藤順三 (1974):性行動に関する中枢

のセンサー生体の科学,26:26-41｡

論 文

1)Tokura.H"F.Hara.M.Okada.F.Mekataand

W.Ohsawa(1975):A comparisonofther･

moregulatory responses in the Japanese

macaque(Macacafuscata)andthecrab-eating

macaque(Macacair°s)duringcoldexposure.

JatI.I.PhysioL.25:147-152.
2)Tokura,H.,F.Hara,M.Okada,and W.

Ohsawa(1975):Effectofclippingthecoat

in thetbermoregulatory responsesinthe

Japanesemacaque(Macacafuscatc).JaLI.I.
Physiol.(inpress)

3) 大島 桁,林基漁,中井康光,青田沿介,矢田原巧,

松本公一郎 (1975):ブロスクグランディソF2.,.E壬

の家免箕体に及ぼす形響の電子疏故鋭鋭空知こつい

て｡日本不妊学雑誌 2α1)I.30-36｡

4) 山路徹,島本和明,大島清,林誠治 (1974):ニホ

ンザルにおけるプT]ラクチン分泌の動態について｡

5)Osllima,K.(1974):UseofJapanesemonkeys

inreproductivephysiology.Useofmonkeys

inexperimentalMedicinepp.48-50Sukhumi.
USSR

6)Mekata,F.(1974):Currentspreadinthe

smoothmuscleoftherabbitaorta.I.PhysioZ.
242:143-155

7)Mekata,F.(1974):MeasurementofPosture

inJapaneseMonkey (Macaca juscata)by
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Telemetry.Ext)cricTZtZa30:673-674

学 会 発 表

1)Luteinizinghormone(LH)concentrationin

theplasmaottheJapanesemonkeyduring

menstrualcycleandaftercastration.

M.Hayashi.K.Oshima,K.Shimamoto

andT.Yamaji.

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)
2)TRH induction of prolaction release in

Japanesemonkey(Macacafuscata).

Yamaji,T.K.Shimamoto,M.Hayashi
&冗.Oshima.

5thCong.Tnt.Prim.S∝.(1974)
3)Electropbysiologicalstudiesonttlemonkey
urerusinlabor.

Nakajima,A.Y.Manabe,M.Sakaguchi,
K.Tauchi&K.Oshima.

(1974)

4)EffectofT-Shapedactiveintrauterinesystem

oncontraceptiveefficacy,menstrualregula-

rityandprogesteronereleaslngpatternin

Japanesemonkey.

K.Oshima.M.Hayashi&J.Kato.

TheVIIIWorldCone.Fert.&Ster.(1974)

5)Rectification in the sm∞th muscle cell

membraneoftherabbitaorta.

Mekata,F.

IntheAnnualGeneralMeetingofthe

PhysiologicalScietyatUniversityCollege

London.(1975)

6) ニホソザルの月経周期及び性腺摘除後の動掛こつい

て

林 誠治,大島 frT,島本和明
第51回日本生理学会 (1974)

7) ニホソザルのお産

大島 77t,金井塚坊,岸 忠子

節52回近故産婦人科学会 (1975)

8) サルの卵nt排卵時のラバpスコープによる観察

上tlJ泣,大島 研,林 基治,岩波 草

日本不妊学会,関東地方部会 (1975)

生化学研究部門

苅橋飽治･竹中 修
穴山 節

研 究 概 要

1) 琵自Tfおよび核酸の析出と械悦に関する拡斑的研死

馬 橋 他 治

琵白質および核酸分脈酵累のt,'ri道と較舵,およびその

相関性についての比較生化学的韮礎研究を主に酸性プロ

テアーゼおよびリボヌクレアーゼについて進めている｡

2) ニホンザル胃ペプシノーゲソおよびペプシンの精製

と性Tf

高橋健治･景山 節

!W'mの口ペプシ./および関連酸性ブpチアーゼの比

較生化学的研究の一つとして,ニホンザル胃ペプシノー

ゲンおよびペプシソの分別精製を行い,ニホンザル胃中

には5校の爽なるペプシノーゲンおよびそれに対応する

ペプシソが存在することを明らかにした｡これらについ

て,分子丑,アミノ酸組成,活性のpH依存性,各種阻

告剤やアルカ1)の形田等をくわしく比較検討した｡この

結果,5種のペプシンはいずれも性Tfがm似する相同琵

白質であるが,歓妙かつ'和忠の和迫が相互間に認めら
れ,それぞれ別個の分子6rIであることが推定された｡

3) 正F<刑の組鰍 r)の式日TI分那脈流の性状の研究
苅柄紐治･十川和博t)

詔F<mの各位砥ultおよび机柁中に77･在する酸性および

中性プpチアー,tfの性状な明らかにするために,ニホソ

ザルの各位臓群のホモジネート上榊こついて,ゲルろ過

法に上る分国を行い,それらの分子皿阻缶剤に対する感
受性･活性のpH依存性等の訂E･性状および存在丑を調査

した｡恨性7'.'テ7'-ゼは大部分が分子n6万附近のも

の (おそらくカテプシンD)であり.さらに放血成分と

して分子血10万以上の彬苅 (おそらくカテプシソE)の

存在も認められた｡臓掛こより存在丘には疏著な相過が

認められた｡さらに中性プロテアーゼについて同様な枚

討を進めている｡

4) 詔F<規の解詩形累の和製と性質

高橋健治･浅岡一雄

霊長現の各粗放器における解毒酵素の性状を解明する

目的で,アカゲザルおよびニホンザルの各種臓器中のダ

ルクチオソーS-アリル転移酵素の活性分布を測定した.

また,最も存在畳の多い肝臓より本酵素を精製し,均一

な標晶を得た.この精製晶について,分子量,サブユニ

ット構造,アミノ酸組成,安定性,阻書剤の効果等の諸

性状を調べた｡

5) 霊長類の血液中のドーパミソp-水酸化酵素活性の
動態

拓 桁 位 治

正長Wlの血液中に存在するドーパミンp-水酸化酵累

活性を数税のサルについてmTJ定し比較した｡木酵熟 王交

感神伍の活動の指標になりうる可能性を持ち,EiF{放血

液中の酵苅活性はネズミとヒトの中間的位を示すことが

1) 大学院学生

2) 教務職El
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